
 
 
 
 

「放課後子ども総合プラン」について 

南陽市社会教育課長 佐藤 賢一 
 
	 昨年７月、一昨年から計画してきました沖郷小学校放課

後子供教室がスタートしました。県内では初となる平日毎

日型の教室です。この教室は、平成２７年度から１０年間

延長されました次世代育成支援対策推進法に位置づけら

れている「放課後子ども総合プラン」に基づく事業で、南

陽市では、「子ども・子育て支援事業計画行動計画」にお

いて平成３１年度までに全ての小学校区で放課後子ども

総合プランを展開することとしております。平日毎日型の

放課後子供教室については、沖郷小学校を皮切りに順次大

規模小学校を中心に拡大する計画です。 
 
「放課後子ども総合プラン」について	

	 放課後子ども総合プランの目的は、「共稼ぎ家庭等の小

１の壁の打破とともに、次世代を担う人材を育成するため、

全ての就学児が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体

験や活動ができるよう、学童保育と放課後子供教室の計画

的な整備を図ること。」（文科省・厚労省共同事業）です。

どちらかと言えば、これまで児童の放課後対策は厚労省の

学童保育が先行してきました。一方、帰宅児童対策は家庭

に任せきりで、ややもすれば室内ゲームなどで過ごす場合

が多く見られるなど問題視され、ようやく文科省が本腰を

入れて放課後対策に取り組み始めたものと言えます。 
実はこれまでもこの放課後子供教室はありました。これ

までとの一番大きな違いは、同一の小学校内（隣接地での

学童保育を含む。）で学童保育と放課後子供教室の両事業

を実施する“一体型”を促進することであり、大胆に言え

ば、学校が閉る夕方５時以降の違い（帰宅下校か学童保育

への移動）はあるものの、社会教育が関与し地域の協力を

得て学童保育の児童を含めて次世代育成支援をしようと

する“アフタースクール”に国が着手し始めたということ

です。 
 
「沖郷小学校放課後子供教室」の現状	

	 全児童４２３名中、登録児童は２３０名（１１月末現在）

で、約５０％強の児童が登録しています。その内４０名強

は学童保育に入所しています。平日は、平均して約８０名

が教室に参加しています。出席受付後、多くは図書館で宿

題に取り組み、その後、堰を切ったようにグラウンドや体

育館など自分が好きな場所に移動し活動します。中には、

室内で数人昔遊びなどに興じる子もいます。教室スタッフ

の主な任務は、活動環境への目配りや子供同士の衝突回避

などの見守りが中心で、一部学習などでは助言もします。 
	 夏休みなどは活動時間に余裕があり、今年度はコーディ

ネーターを中心に数多くのイベントが企画されました。異

学年交流、スポーツ・レクリエーション活動、音楽活動な

ど平日ではできないプログラムにも取り組み、教育的なね

らいを持って活動してきました。人気のある住友生命の事

業に採択され、プロミュージシャンによる音楽教室も好評

でした。市長の読み聞かせで楽しいひと時を過ごしました。

子供たちにとっては、多くのことを経験できた夏となりま

した。反省点としては、用意したイベントだけでなく、子

供たち自身の発意によるイベントなども取り入れていけ

ればと思います。アフタースクールという視点から、学校

教育と相まって、市の教育目標の一つである児童の主体性、

自力解決力を醸成していけたらと考えています。 
 
「学・社・子育て連携」に向けて	

	 市では、沖小隣接地に学童保育施設を建設する予定であ

り、平成３０年４月から“一体型”の学童保育・放課後子

供教室となります。それぞれの事業の趣旨から言えば、学

童保育は共稼ぎ家庭等の子育て支援であり、放課後子供教

室は“育ち”を目的とする子育ち支援と言えます。国がで

きるだけ一体型を目指すことは、この子育て支援と子育ち

支援を、学校と言う既存資源を活用し効率的に行いましょ

うということだろうと解釈しています。 
今後の行政施策は、少子化にどう対応するかと言うこと

が基本になるだろうと思います。その少子化対策の大きな

柱の一つが子育て支援です。そのためには、従来の縦割り

で考えるのではなく、横の連携、ネットワークが何より重

要になってくると考えます。 
放課後子ども総合プランは、中島みゆきの「糸」であり

ませんが、学校というフィールドにおいて、学童保育とい

う縦の糸と放課後子供教室と言う横の糸が交わって、児童

期における“子育て支援”を織り成すことだろうと思いま

す。 
結びに、沖小関係者の皆様にお礼申し上げ、所報巻頭言

とします。 
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 南陽市中学校区ネットワーク事業紹介シリーズ 第２回「宮内中学校区」  

 

 

 

 

 

☆あいさつ運動・見守り隊・防犯パトロール☆ 

～各地区の取り組み～ 
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今 年 度 の主 な活 動 

第１回事務局会（宮中） ５ 月  ６ 日 （ 金 ） 

第１回全体会議（宮内公民館） ５ 月 １ ２ 日 （ 木 ） 

見守り隊総会（宮小） ６ 月 １ ３ 日 （ 月 ） 

感謝の会（宮小） ６ 月 ２ ９ 日 （ 水 ） 

第２回事務局会（宮中） ７ 月  ８ 日 （ 金 ） 

ネットワークだより発行 ８ 月  １ 日 （ 月 ） 

第３回事務局会（宮中） ９ 月 １ ６ 日 （ 金 ） 

教育講演会（交流プラザ蔵楽） １ ０ 月 １ ３ 日 （ 木 ） 

第４回事務局会（宮中） １ 月 １ ８ 日 （ 水 ） 

ネットワークだより発行 ２ 月  １ 日 （ 水 ） 

第２回全体会議（宮内公民館） ２ 月  ３ 日 （ 金 ） 

ネットワークだより発行 ３月 

あいさつ運動・見守り隊活動 

防犯パトロール 
通年 

これまで開 催 した教 育 講 演 会 

平成２３年度 
『山形の食文化はすばらしい～子どもたちを元気にする○秘レシピ～』 

パイオニア・レッド・ウイングス栄養トレーナー 山口喜代美氏 

平成２４年度 
『いま、子どもたちがあぶない～子どもたちの心にメディア・ワクチンを～』 

独立行政法人国立病院機構仙台医療センター小児科部長 田澤雄作氏 

平成２５年度 
『弁当の日 子どもに起こる ６つの奇跡』 

元香川県公立小中学校校長 竹下和男氏 

平成２６年度 映画上映会『夢は牛のお医者さん』 

平成２７年度 
『スマホケータイ安全教室～危険に巻き込まれない、安全で上手な SNS の

使い方を学ぼう～』 NTT ドコモ 片岡美奈子氏 

＜宮内・金山地区＞『子ども達の安全・安心のために』 

◎あいさつ運動 

あいさつを通して園児・児童・生徒の健全な心を育てることをねらいとして地区

内１０カ所で、６月・７月・９月・１１月の各月５日間で実施しています。また、交通安

全母の会の方々にも１日と１５日に参加していただき毎年共同で活動しています。 

◎見守り隊総会 

   今年度の活動についての確認と日頃の子どもたちの登下校の様子や不審者

に関する情報交換、緊急を要する事案が発生した時の連絡体制等について話し

合いを行いました。 

◎感謝の会 

   交通指導員さんと見守り隊の皆さんへの感謝の気持ちを伝える会を宮小で行

いました。今回は７名の方に参加していただき、児童会長のあいさつ、プレゼント

のメダル贈呈後お一人ずつからご挨拶をいただき最後は子どもたちから歌のプレ

ゼント。「子どもたちの大きな声での挨拶が元気のもとになっていること」や「立派

な校舎で、学習に運動に励んでほしい」など日頃の思いやたくさんのあたたかいメ

ッセージをいただきました。 

＜吉野地区＞『あいさつ運動の推進』 

◎荻小PTA活動の一環として、５月から１２月までの毎月１日と１５日に荻小校門

前で実施しています。小滝地区は自分の子どもが乗るバス停留所で行っていま

す。 

＜漆山地区＞『地域ぐるみで子どもを守ろう』 

◎地区全体で防犯・安全に対する活動を行い地区の犯罪を抑止すると共に、地区全

体で子どもたちの健全育成を図ることをねらいに取り組んでいます。 

 

笑顔いっぱい！共育ネットワーク 

地域の子どもを地域で育てようという理念から、地域内の教育

に携わる関係諸団体をつなぐ組織として活動を続けて１４年目を

迎えました。平成２７年度からは、それまでの宮内地区教育ネット

ワーク会議を母体としながら、吉野地区、漆山地区にも参加して

いただき、新たな組織が生まれ、その活動が継承されました。 

 あいさつ運動、見守り隊などの日常的な活動や教育講演会の

開催、またこれらの活動を紹介するたよりの発行を通して、地域

の方々と手を携えて、子どもたちの健全な育成と安全・安心な町

づくりを目指してまいります。 

 【防犯パトロール】 

漆山小 PTA では４月から１２月まで

毎週木曜日午後５時に集合し「安全

マップ」をもとにパトロールを行って

います。 

防犯協会漆山支部委員の 

みなさんによるパトロール 

【安全マップ作成】 

PTA 環境整備部の危険個所点検を

もとに作成（二年ごと更新） 

親子で「こども１１０番の家」や注意交

差点・事故多発地点を確認 

 

感
謝
の
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「
毎
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た
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『 教 育 講 演 会 』 

◎地域の子どもは地域で育てるという趣旨に合わせ、委員及

び保護者、地域の大人が共に教育について考え、幼児や児

童生徒が学び考える場として地域の教育力を向上させる

ための機会のひとつとして毎年開催しています。 

◎平成２８年１０月１３日（木）交流プラザ蔵楽 

テーマ「家庭や地域で備える大規模災害」 

講師：ウェザーハート災害福祉事務所代表 千川原公彦氏 

内容：２年続けて水害に見舞われた南陽市での復興支援の

様子や災害現場の大変さ、そして大規模災害に備える地域

社会の工夫についてわかりやすくお話を頂きました。 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
、
元
気
に
あ
い
さ

つ
を
す
る
児
童
（
荻
小
前
） 



南陽市中学生地域間交流セミナーを終えて  
南陽市教育委員会	 指導係 

	 本セミナーは『地域創生に向けた愛郷心を醸成す

ると共に、将来の南陽市を担う自立した人材の育成』

を目的に昨年度より実施され、今回で２回目となり

ました。本セミナーの中心となる活動は、①沖縄県

の歴史や戦争に関する史跡や資料館の見学、②糸満

市の中学生との意見交流、③民泊を通した沖縄県民

の生活を体験することです。 
主な行程は、初日に首里城公園、２日目に轟壕、

山形の塔、白梅の塔、平和祈念公園、琉球ガラス村

の見学、地元中学生との意見交流会、民泊、３日目

に国際通りと牧志公設市場の見学でした。 

那覇空港に降り立つと既に蒸し暑く、生徒達はす

ぐにワイシャツ姿になりました。南陽市との気温差

は 20度以上ありましたが、「12月はとても暖かく、

これでもやっと冬らしくなった」とのことでした。

首里城へ向かう車中、バスガイドさんから琉球王国

時代の話や首里城の世界遺産についての興味深い話

をたくさんしていただきました。 

轟壕は、ボランティアガイドさんに案内していた

だきました。真っ暗闇の鍾乳洞に入り、懐中電灯１

本だけを点灯した中で、まさにそこで起こった戦争

中の凄惨な場面の話を聞きました。戦争が人間を変

えてしまうことや、平和だからこそ感謝することも

できるとのお話が印象に残りました。山形の塔では

平和を願いながら献花をしました。平和祈念公園で

は、「命
ぬち

どぅ宝
たから

」の意味（命こそ宝）や戦時中から

復興、そして日本へ返還されるまでの沖縄県の様子

を実際の映像や体験者の証言資料等を通して学びま

した。 

午後は

いよいよ

兼城中学

校との交

流会です。

あいさつの方言「ぐすーよー ちゅううながびら(皆

さんこんにちは)」をガイドさんに教えてもらい、い
ざ本番です。代表あいさつの民話語りから始まり、

班ごとの話し合いはすぐに打ち解け合いました。あ

っという間に終了の時間です。食文化の話から平和

についての話まで様々な話題がありました。雪のプ

レゼントには大変喜んでもらい、すぐに小さな雪だ

るまをつくり始める生徒もいました。 
次は民泊です。一泊だけの大変短い時間でしたが、

沖縄の生活を実際に体験する中で、サトウキビにか

じりついたり、三線や空手など様々体験したりして、

温かい民泊家族と濃密な時を過ごしました。 

今回参加した１２名の生徒達は、平和や人とつな

がることの大切さを強く実感し、沖縄県の良さ、そ

して外から見た南陽市の良さを改めて考えることが

できました。この貴重な経験を広く発信すると共に、

自らの生き方に生かしてくれることでしょう。参加

した生徒たちの今後の活躍を期待します。

 【編集後記】 
	 先ごろ、OECD による「生徒の学習到達度調査」（PISA）の２０１５年の結果が発表された。日本の高校１年生は、科学や数学分
野は世界トップレベルだったが、読解力については平均点が低下し、前回の４位から８位に後退した。平均点低下の原因が、実際に読

解力が低下したことによるという仮設と今回から導入されたコンピュータ使用型調査に起因するという仮説があるようだが、原因は判

然とはしていない。故に、もちろん断言はできないが、遠因にしろ活字離れが読解力低下の根底にあるのではないかと私は思う。 
	 教師といえども活字離れは確実に進んでいるようである。若手教師が教育書を繙いて熱心に教材研究をしている様子を見聞きするこ

とは最近めっきり少なくなったと感じる。「教育書に身銭を切った分だけ、教師としての力量が向上する」というのは、もう過去のこ

となのだろうか。 
情報センター担当として、ICT教育推進の重要性は重々感じつつ、いかなる情報でもインターネット等で簡便に入手することに世の
中全体が傾きすぎているのではないかと憂える今日この頃である。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （佐藤	 法子） 
 
【情報センター員】 
◎安藤	 	 淳（沖郷中学校）	 ○佐藤	 法子（中川小学校） 
	 鈴木	 	 誠（沖郷小学校）	 	 佐藤	 裕介（梨郷小学校）	 	 細矢	 恭平（赤湯小学校）	 	 網代	 良一（中川小学校） 
髙橋	 利幸（宮内小学校）	 	 加川	 雅人（漆山小学校）	 	 土屋	 一雄（沖郷中学校）	 	 遠藤	 隆平（赤湯中学校） 
髙橋	 良行（宮内中学校）	 	 矢野	 	 斉（南陽市教委） 
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